
Information

　
　

南
国
・
香
南
・
香
美
租
税
債
権

管
理
機
構
に
よ
る
不
動
産
の
公
売

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
「
公
売
」と
は
、
滞
納
税
等
に
充

て
る
た
め
に
差
押
え
し
た
財
産
を

売
却
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に

は
、
購
入
を
希
望
す
る
方
が
公
売

会
場
で
見
積
価
額
以
上
の
金
額
を

入
札
し
、
最
高
価
格
で
入
札
し
た

方
に
売
却
し
ま
す
。
売
却
金
は
滞

納
税
等
に
充
て
ま
す
。
滞
納
を
解

消
し
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
財

源
の
確
保
の
た
め
に
も
、多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
対
象
物
件

　
●　

【
元
機（
フ
）４
】香
美
市
土
佐
山

田
町
西
本
町
三
丁
目
／
土
地
付

建
物（
１
７
９
・
９
８
㎡
）　
715
万
円

　
●　

【
元
機（
フ
）５
】南
国
市
立
田
字

八
反
地
／
土
地
付
建
物
（
２
２
８
・

０
９
㎡
）　
316
万
円

　
●　

【
元
機（
フ
）６
】香
美
市
土
佐
山

田
町
宮
ノ
口
字
六
反
田
／
田
（
728

㎡
）　
62
万
円

　
●　

【
元
機（
フ
）７
】南
国
市
東
﨑
字

曲
田
／
土
地
付
建
物
（
２
６
４
・
４

５
㎡
）　
３２３
万
円

■
日
時　
２
月
25
日（
火
）　

受
け
付

け 

13
時
30
分
〜
、入
札 

14
時
〜

■
入
札
会
場　

南
国
オ
フ
ィ
ス
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー　
２
階　
会
議
室
（
南
国

市
蛍
が
丘
一
ー
一
ー
一
）

■
入
札
に
必
要
な
も
の

　
●　

公
売
保
証
金
（
見
積
価
額
の
約

10
％
、現
金
に
限
る
。入
札
当
日
の

14
時
ま
で
に
納
付
）

　
●　

身
分
証
明
書
（
免
許
証
、
健
康

保
険
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

　
●　

印
鑑（
認
印
）

　
●　

農
地
の
場
合
は
農
業
委
員
会
等

発
行
の「
買
受
適
格
証
明
書
」

　
●　

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

　
●　

法
人
の
場
合
は
、
登
記
事
項
証

明
書
お
よ
び
代
表
権
を
有
す
る
者

以
外
が
入
札
す
る
場
合
は
委
任
状

　
●　

共
同
入
札
の
場
合
は
共
同
入
札

代
表
者
の
届
出
書

■
落
札
後
に
つ
い
て

　　

落
札
し
た
方
は
、買
受
代
金（
落

札
額
か
ら
公
売
保
証
金
を
控
除
し

た
金
額
）を
３
月
３
日（
火
）ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。費
用
負
担
・

住
民
票
等
の
提
出
を
条
件
に
登
記

を
代
行
し
ま
す
。

　
　

物
件
の
情
報
や
現
地
案
内
等
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

南
国
・
香
南
・
香

美
租
税
債
権
管
理
機
構

　　

☎
0
8
8
ー
8
5
5
ー
6
7
7
6

　　

物
部
川
の
町
田
堰
か
ら
取
水
し

て
い
る
農
業
用
水
の
水
止
め
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
期
間　
２
月
28
日（
金
）８
時
〜

　　　　　　　
３
月
３
日
（
火
）17
時

■
問
い
合
わ
せ

　　

物
部
川
土
地
改
良
区
連
合

　　

☎
55
ー
2
2
1
6

　
　

建
退
共
制
度
は
、「
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
」に
基
づ
き
、建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
、

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職

金
制
度
で
す
。

　
　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

共
済
手
帳
に
貼
り
、そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め

た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　　

建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
け
金　

日
額　

310
円

■
特
徴　

　
●　

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

　
●　

経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
●　

掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

　
●　

掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、法
人
は
損
金
、個
人
で
は

必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
●　

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

■
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置

　　

建
退
共
で
は
、地
震
等
に
よ
り
、

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
対
し
、
各
種
手
続
き
の
特
例

措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　　

高
知
県
支
部

　　

☎
0
8
8
ー
8
2
2
ー
6
1
8
1

　
　

香
南
市
教
育
委
員
会
は
、平
成

29
年
度
に
発
掘
調
査
を
行
っ
た

「
山
下
遺
跡
」の
報
告
書
を
刊
行
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

山
下
遺
跡
は
野
市
町
東
野
タ
ノ

丸
の
岩
松
橋
の
た
も
と
に
所
在
し
、

香
南
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計

に
基
づ
く
周
辺
駐
車
場
整
備
事
業

に
伴
い
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
報
告
書
は
市
内
の
図
書
館
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
ミ
ニ
企
画
展

　
　
２
月
14
日（
金
）〜
21
日（
金
）
、

野
市
図
書
館
２
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、グ
ル
ー
プ
旅

行
な
ど
の
移
動
の
際
に
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

し
か
し
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
サ
ー

ビ
ス
の
中
に
は
、
旅
客
自
動
車
運

送
事
業
の
許
可
を
得
ず
に
運
送
行

為
を
行
う
無
許
可
営
業
や
、レ
ン

タ
カ
ー
事
業
者
が
レ
ン
タ
カ
ー（
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
）と
運
転
手
を
一
体

的
に
提
供
す
る
不
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
道
路
運
送
法
に
違
反
す

る
サ
ー
ビ
ス
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
　

利
用
者
の
方
は
、
次
の
点
に
留

意
し
、適
切
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
運
転
手
付
き
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
手

配
は
、国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受

け
た
バ
ス
会
社
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
●　

運
転
手
付
き
の「
白
ナ
ン
バ
ー
」

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
い
わ
ゆ
る

「
白
バ
ス
」と
呼
ば
れ
る
道
路
運
送

法
に
違
反
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。利

用
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
●　

道
路
運
送
法
の
許
可
を
受
け
た

バ
ス
会
社
（
貸
切
バ
ス
事
業
者
）の

正
規
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
は「
緑
ナ

ン
バ
ー
」が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
●　

正
規
の
貸
切
バ
ス
事
業
者
に
は

輸
送
引
受
書
や
領
収
書
な
ど
の
関

係
書
類
の
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
口
頭
に
よ
る
契
約
は
、

法
律
に
違
反
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■
レ
ン
タ
カ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

は
運
転
手
は
付
い
て
い
ま
せ
ん

　
●　

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
か
ら
は
、車
を

借
り
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
●　

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
た
場
合
は
、

車
を
借
り
受
け
た
利
用
者
自
身
が

運
転
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
車
を
借
り
受
け
た
利
用
者
自
身
が
、自

ら
の
意
思
で
ほ
か
の
人
に
運
転
を
依
頼
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、こ
の
場
合
、実
際

に
運
転
す
る
人
の
氏
名
等
を
あ
ら
か
じ
め

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
に
申
告
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す

　
●　

レ
ン
タ
カ
ー
と
運
転
手
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
、い

わ
ゆ
る「
白
バ
ス
」と
呼
ば
れ
る
法

律
に
違
反
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。利

用
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
●　

運
転
を
依
頼
し
た
人
な
ど
に
、

レ
ン
タ
カ
ー
の
手
配
を
し
て
も
ら

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
違
法
な「
白
バ
ス
」を
利
用
し
て

事
故
に
遭
っ
た
場
合
、保
険
の
適
用

が
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
●　

違
法
な
「
白
バ
ス
」
を
利
用
し

て
、
万
が
一
、
事
故
に
遭
っ
て
負
傷

し
た
場
合
、
適
切
な
損
害
賠
償
が

な
さ
れ
ず
、
治
療
費
な
ど
の
損
害

額
を
利
用
者
自
身
が
全
額
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

四
国
運
輸
局　

高
知
運
輸
支
局

　　

輸
送
・
監
査
部
門

　　

☎
0
8
8
ー
8
6
6
ー
7
3
1
1

香
南
市
の
情
報
が
わ
か
る
の
で
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
新
し
く
で
き
た
お
店
と
か
の
紹
介
も
の
せ
て
頂
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

　　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

平
成
30
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約

43
万
件
、死
傷
者
数
は
約
53
万
人

と
、極
め
て
深
刻
な
状
況
で
す
。

　　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、す
べ
て

の
車
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
害

者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と

で
被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保

障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の

救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

一
人
一
人
が
、よ
り
一
層
自
賠

責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険

金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み
な

ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識
す
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

▼
自
賠
責
保
険
・
共
済
未
加
入
で

　　
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

　　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、万
一
の

自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対

人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
自
動
車

損
害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、
原

動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の

自
動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
自
賠
責
制
度
の
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.

jib
a
i.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

四
国
運
輸
局　

高
知
運
輸
支
局

　　

輸
送
・
監
査
部
門

　　

☎
0
8
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6
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マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
適
切
な

　
　
　

利
用
に
つ
い
て

香
南
市
の
広
報
は
〝
道
の
駅
や
す
〞
で
毎
月
手
に
入
れ
て
い
ま
す
。
毎
号
、
特
に
「
あ
の
人
こ
の
人
紹
介
」
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

O
その他その他

o t h e r s

　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　

建
退
共
制
度

　
　
「
山
下
遺
跡
」
の
報
告
書
を

　
　

刊
行
し
ま
し
た

不
動
産
公
売
会
の
お
知
ら
せ

T
税 金

T  a  x

税 金

　　加入者が、日本国内での交通事故によりけがを

したり死亡された場合に、見舞金を受け取ること

ができる共済制度です。

●対象／香南市に住民登録をしている方

●対象となる交通事故／

　　　　　日本国内での交通事故による被災

●共済掛金／一人　５００円

●加入手続き／加入申込書に必要事項を記入

し、防災対策課または各支所に提出

●受付期間／２月３日（月）から３月３１日（火）
　※転入その他の事情によっては、４月１日以降も加入可

●共済期間／４月１日から翌年の３月３１日
　※４月以降から加入した場合は申込日の翌日から

●見舞金請求方法／必要書類を防災対策課、

　　　　　　　　　または各支所に提出

●問い合わせ／市役所防災対策課　☎５７-８５０１

交通災害共済
加入申し込み 受け付け中！

◆問い合わせ／野市製糖生産組合　弘田忠士

　　　　　　　　　　　　　　☎０９０ー６８８０ー９２５０

　　野市製糖生産組合では、年末

に黒糖作りを行っています。黒糖

の生産量を増やすため、希望者

に甘蔗（サトウキビ）の苗を無料

で提供します。また、希望者には初心者でも栽培できるよう

に指導しますので、ご希望の方はご連絡ください。

　　昭和２０年頃、野市近辺地域では黒糖作りが大変盛んに行

われていましたが、白糖などの流通により黒糖の生産は徐々に

衰退していきました。平成６年に黒糖作りの伝統産業を復活さ

せようと、野市町大谷に野市町立の製糖工場が建築され、野市

製糖生産組合を設立し生産してきましたが、近年特に組合員

の高齢化などにより、生産者・生産量共に減少しています。伝

統の黒砂糖作りを絶やさないよう、ぜひご協力をお願いします。

◆締切日／３月１６日（月）　※先着順

培で

い。

に行

甘蔗の苗から
黒砂糖を作って
みませんか？

かんしょ

A
農 業

agriculture

農 業

農
業
用
水
の
水
止
め

固 定 資 産 税
市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第４期
随１期
第８期
第８期
第８期

の納期限は３月２日（月）です。
期限内の納付をお願いします。

忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
自
賠
責

17２０２０.２ 16 ２０２０.２


